
令和６年度の３学期がスタートしました。「３学期の目標を決めて努力をすること」「３
年生はお世話になった学び舎に感謝の気持ちを抱きながら、進路に向けて１日１日を大切
に過ごしていくこと」「１・２年生は卒業する３年生へ感謝し、来年度を見据え、日常生
活を充実していくこと」「笑う門には福来るという言葉があるように、みんなで力を合わ
せ、時を守り・場を清め・礼を正すをさらに向上させ、笑顔あふれる、温かい学校にして
いくこと」等を始業式で生徒へ伝えました。

12月1４日(土)に行われた山梨県アンサンブルコンテストにおいて本校吹奏楽部の「管
楽打楽器八重奏」が銀賞に輝きました。チューバ・ホルン・ユーフォニューム・アルトサ
ックス×２・クラリネット×２・打楽器で「中世の音楽」を演奏しました。練習の成果が
発揮され、達成感・充実感のある演奏でした。

１月16日(木)、１年生はシャトレーゼスキーリゾート八ヶ岳でスキー教室を行いました。
天候にも恵まれ、スローガン「スキーで築く絆の山」のもと充実した1日となりました。
時間を意識しながら行動することでゆとりあるスキー教室になりました。また、施設の方
やインストラクターに感謝の言葉を積極的に伝えるなど成長がみられました。

始業式で発表した、各学年代表の３学期の抱負を掲載します。
３学期の抱負

３学期スタート

□１年生代表 １年Ａ組 柳場菜那
3学期の大きな行事には、3年生を送る会や卒業式があります。紫薫祭や委員会、部活などで

私達を引っ張ってくれた3年生に恩返しの気持ちを表していけるような会にしたいです。
１年生としては1月にスキー教室があります。学年委員で考えた「スキーで築く絆の山」と

いうスキー教室のスローガンを守り、全員が安全に楽しくしっかりルールを守ってスキー教室
に臨みたいです。
2学期の学年集会で振り返りをしたときに、1年生は、明るく元気で欠席者が少ないというと

ころが自分たちの自慢できる良いところだけど、授業中にうるさくなってしまって授業に集中
できなかったりメリハリがすぐに付けられなくなってしまったりするところが課題となってい
て、今後改善していかなければならないことが明らかになりました。自慢できるところの明る
く元気で欠席者が少ないというところをこれからもさらに伸ばしていきながら、課題であるメ
リハリが改善できるように皆で呼びかけを行うなどより成長していきたいと考えています。
最後に、3学期は次の学年に上がる準備としてよく「2年生の0学期」と言われます。2年生に

なる準備をするとともに、4月には新しい1年生が入ってきて先輩になるという自覚を持って3
学期を過ごしていきたいです。

アンサンブルコンテスト

スキー教室

校訓「真理探求」 全校生徒数:224人（1年:74人 2年:68人 3年:82人）
学校教育目標 「たくましく心豊かで実践力のある生徒の育成」

甲州市学校教育 基本理念 「人・自然・ふるさとを愛する甲州教育」
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□２年生代表 ２年Ａ組 雨宮よつ葉
「みんなが安心して過ごせる環境を作るため、頑張りたい。」そう思えたのは、前期学年委

員の人たちの頑張りがあったからです。人前で行動することはあまり得意ではない私ですが、
後期学級委員長に挑戦しようと決意することができました。
２学期には、クラスの課題を５つ挙げ、それらの課題を改善するための取り組みを行いまし

た。しかし、５つの項目すべて達成できた日は最終日の１日だけでした。そして、取組みが終
わると、課題を克服しようとする意識が低くなってしまいました。
３学期には、２学期に出た課題を改善するため、自分自身がもっと積極的に働きかけようと

感じました。みんなが集中して話を聞き、意見交換を活発にできるような質の高い授業を目指
すために取り組みを考えたり、基本的なことをみんなが出来るように声をかけたりと、できる
ことを増やしていきたいです。また、クラスや学年の意見を聞きながら、全員で協力し、支え
合う雰囲気も大切にするとともに、学年や学校の規範となれるように責任をもって行動してい
きたいです。
３年生に向け、勉強も頑張らなければならないと考えています。これから、自分の進路選択

を考えていくからです。毎日の授業の質を高めるだけでなく、様々なテストで成果を上げられ
るように、自分に合った勉強方法を見つけたいです。そのためには、家庭学習の時間を増やし
て、様々な学習方法を試さなければならないと思います。３年生になったときに、「頑張って
きて良かった」と思えるように、努力し続けたいです。同時に、自分を見つめなおし、興味の
ある分野や目標を明確にし、自分に合った進路を選択できるようにしていきたいです。
３学期は３年生に向けた準備をするための大事な時期だと思います。後輩の手本となる先輩

となるため、一人ひとりの当たり前の質を高めたいと思います。そして、互いに協力し合いな
がら、今ある課題を解決するための取り組みを行い、学年としても成長していきたいです。短
い３学期ですが、理想とする最高学年の姿に近づけるよう、１日１日を無駄にすることの無い
ように準備していきたいと思います。

□３年生代表 ３年B組 佐藤友哉 さん
私たち3学年は、2学期の成果として出た、一人一人尊重し合い仲間を大切にしながら学校生

活を送ること、挨拶や学習への意識が高まった人が多くなったことを継続していきたいと思い
ます。しかし、課題としてあいさつ、礼儀や勉強への意識に個人差があったことが挙げられま
した。特に挨拶、礼儀では高校に行くまでに当たり前のことをできるようにするために改善し
全員の意識が高まるように学年委員で卒業まで取り組みを行っていこうと思います。
また、楽しかったことや悩んだことがあった中学校生活も残りわずかしかありません。3年

間が終わってしまうことはとても寂しく感じます。卒業までの数日を学年全体で自分の進路に
向き合い勉強したり、出会った仲間との思い出を沢山つくったりして、悔いの残らないように
学校生活を送っていこうと思います。
個人の目標としては、高校に向けて勉強では苦手教科の克服と基礎の見直しをしていきたい

です。野球では志望校に合格できたら一年生から試合に出ることを目指して今のうちから自主
練習に励んでいきたいです。勉強も部活動もどちらも手を抜かずに文武両道ができるように今
学期から積み重ねていきたいと思います。


